
 

１ 国語 

学校番号 318 

平成 3１年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 現代文Ｂ 単位数 ２ 年次 ２ 

使用教科書 精選 現代文 B 改訂版 筑摩書房 

副教材等 

改訂版入試頻出漢字・現代文重要単語TOP2500(いいずな書店) 論理力ワークノート（第一学習社） 

現代文１００字要約ドリル標準編（駿台文庫）  評論・小説を読むための新現代文単語（いいずな書店） 

現代評論１２（桐原書店）            カラー版新国語便覧（第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ 

・多くの良質な文章に触れ、それを読解することを通して、「思考する力」を養いましょう。 

・論理的文章については筆者の主張を捉えて論旨展開を的確に追う力を身につけるようこころがけま

しょう。 

・「読む能力」を向上させるとともに、コミュニケーションのための「話す・聞く能力」や意思を伝

えるための「書く能力」をしっかりと身に付けてください。 

・日本語の文章で対話的に思考する基本スキルを学び、活用できるようになりましょう。具体的には

「相手・目的意識」「言い換え」「問題意識」などについて意識的に扱えるようになることです。 

・自分の経験や既に持っている知識と、情報や資料とを結びつけ、統合して考える力を身に付けまし

ょう。 

 またそれを、適切な表現と論理展開で表現できるようになりましょう。 

・社会テーマにかかわる語彙学習などを通して社会問題への関心を高め、言語表現能力の基礎を培い

ましょう。 

・身に付けた言語能力を発揮して小論文などで意見、理由を述べる体験を多く持ちましょう。 

・問題発見・問題解決につながる思考力を育めるように、ルーブリックを作成し、客観的に評価でき

るようにします。 

・話し合いや文章記述、発表など、アクティブな活動を取り入れた授業を行います。 

・課題を自分で解いていくことが授業中に習得したことを身につけるための実践訓練となります。提

出物には全力で取り組み、期限を守って提出しましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでくださ

い。 

２ 学習の到達目標 

・適切な言語感覚を磨き、言語運用能力を向上し続ける意識を持っている。 

・目的や場にふさわしい語句を選んで、適切に思いや考えを表現することができる。 

・目的や場に応じて的確に文章の内容や構成、登場人物の心情を理解することができる。 

・人間関係において、互いを尊重し、相互理解を深め、正しく意思を伝え合うことができる。 

・言語感覚を磨き、論理的な思考力、豊かな想像力を場面に応じて活用することができる。 

・言語文化に対する関心を持ち、国語を尊重する態度を育んでいる。 

 

 

 

 



３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 
b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で理解し表

現する力を進ん

で高めるととも

に、国語を尊重し

てその向上を図

ろうとしている。 

目的や場に応じ

て効果的に話し

たり的確に聞き

とったりして、自

分の考えを深め、

発展させている。 

必要な情報を用

い、相手や目的、

課題に応じた適

切な表現による

文章を書き、自

分 の 考 え を 深

め、発展させて

いる。 

近代以降の文章

を的確に読み取

ったり、目的に応

じて幅広く読ん

だりして、自分の

考えを深め、発展

させている。 

言語文化及び言

葉の特徴やきま

りなどについて

の理解を深め、

知識を身に付け

ている。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワーク

シート等） 

行動の観察 

（発表等のパフ

ォーマンスの

評価） 

記述の確認及び

分析 

（ワークシー

ト、原稿用紙） 

 

記述の確認及び

分析（ワークシー

ト）定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d e 

前
期 
第
一
中
間
ま
で 

評
論 

 

「ラップトッ

プ抱えた「石器

人」 

 

○   ○ ○ 

a:考えの進め方や、対比を読み取り、

思考を深めるなど、文章の筋道を的

確にとらえようとしている。 

d: 論理的文章の特徴を理解すること

によって、その理論展開と論旨を正

確に理解している。 

e:正しく理解し、使いこなせる言葉の

数を増やしている。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

e:小テスト 

前
期 

第
二
中
間
ま
で 

小
説 

 

「山月記」 

 

 

○ ○  ◎ ○ 

a:人物、情景、心情などを、どうして

書き手がこのように描いているの

かを捉え、象徴、予兆などに果たし

ている効果に気付こうとしている。 

b：漢文調の文章を音読しそのリズム

感を会得する。 

d:人物、情景、心情などを、どうして

書き手がこのように描いているの

かを捉えられている。 

e:文章の形態や文体の違いによる特

色について理解している。 

ａ、ｂ：行動の観察 

ｄ：記述の確認及

び定期考査 

 

 

 

 

 

 

ｅ：小テスト及び定

期考査 



前
期 

期
末
ま
で 

評
論 

 

「物語るとい

う欲望」 

 

○  ◎ ○ ○ 

a: 評論の骨子を理解し、文章の展開

や論旨を正確にとらえようとして

いる。 

c: 筆者の考えを理解し、自分なりの

言葉でまとめ、適切な表現の仕方で

書いている。 

ｄ: 考えの進め方、文章の筋道を的確

にとらえている。 

e:正しく理解し、使いこなせる言葉の

数を増やしている。 

ａ、c、d、ｅ： 

記述の点検と確

認及び定期考

査 

 

小
説 

 

「水仙」 

 

○ ◎  ○ ○ 

a：表現の特徴や表現効果について考

え主人公の気持ちを追い、心情の移

り変わりを読み取ろうとしている。 

b：小説の主題について考察し、芸術

と才能についての問題について考

え発表する。 

d:人物、情景、心情などを、どのよう

に書き手が描いているのかを捉え

ている。 

e:言葉の美しさや深さに気付いてい

る。 

a、ｂ:行動の観察

及び記述の点

検 

 

 

 

ｄ，ｅ： 

記述の確認と分

析及び定期考査 

後
期 

中
間
ま
で 

 

小
説 

 

「こころ」 

 

 

 

○  ○ ◎ ○ 

a:人物、情景、心情などを、どうして

書き手がこのように描いているの

かを捉え、象徴、予兆などに果たし

ている効果に気付こうとしている。 

c:小説全体を読んで設問に的確に答

えようとしている。 

d:人物、情景、心情などを、どうして

書き手がこのように描いているの

かを捉えられている。 

e:作者の文学史上の位置について知

り、 

文体上の特色や語彙について理解

している。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｃ、d、ｅ: 

記述の確認及び

定期考査 

 

 

後
期
期
末 

詩 

 

「永訣の朝」 

○ ○  ○ ○ 

a:人物、情景、心情などを、どのよう

に書き手が描いているのかを捉え、

言葉の美しさや深さに気付こうと

している。 

b：心情が伝わるように音読する方法

を探り発表しあう。 

d:人物、情景、心情などを、どのよう

に書き手が描いているのかを捉え

ている。 

e:言葉のリズムや美しさ、深さに気付

いている。 

a、ｂ:行動の観察

及び記述の点

検 

 

 

 

ｄ、ｅ： 

記述の確認と分

析及び定期考査 



 

評
論 

 

虚ろなまなざし 

 

○   ◎ ○ 

a:南北構造の背景となる、経済、社会、

技術の変化について理解しようと

している。 

d:文章の構成や展開を確かめ、文章の

内容にふさわしい文体や語句、表現

技法が用いられているかどうかを

考察している。 

e:「ヒューマニズム」という概念につ

いて理解している。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ、ｅ: 

記述の確認と分

析及び定期考査 

 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

 

 ※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付け

て○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読

むこと」）に関わる観点には◎を付している。 

 


